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座標平面の原点をO、直線 L1 : y = −2
√
2 x+

√
3 , L2 : y =

√
3 xとします。

x軸と L1との交点をA、L1と L2との交点をBとします。
三角形OABの内接円の中心点を求めてください。

1



解説・解答

内接円の半径を r、中心点を I(s, t)と置きます。
IからOA,AB,BOに下した垂線の足をそれぞれ P,Q.Rと置きます。
IP = IQ = IR = rです。

直線L1, L2をイメージまたは図示すると、Aは x軸上の正側、Bは第一象限にあります。

I(s, t)は x軸の上側にあるので t > 0です。
IP = |t| = t = rなので I(s, r)です。

I(s, r)は L2 : y =
√
3 xの下側にあるので r <

√
3 sです。

IR =
|
√
3 s− r|√
3 + 1

=

√
3 s− r

2
= rより s =

√
3 rなので I(

√
3 r, r)です。

I(
√
3 r, r)は L1 : y = −2

√
2 x+

√
3 の下側にあるので r < −2

√
6 r +

√
3 です。

IQ =
| − 2

√
6 r +

√
3 − r|√

8 + 1
=

−2
√
6 r +

√
3 − r

3
= rより r =

3
√
2 − 2

√
3

4
です。

以上より、内接円の中心点は
( 3

√
6 − 6

4
,
3
√
2 − 2

√
3

4

)
です。
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